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街
道
を
閉
ざ
し
て
い
た
雪
が
溶
け
、
日
照
時
間
が
長

く
な
っ
て
く
る
と
、
人
々
は
連
れ
だ
っ
て
伊
勢
参
り
の

旅
に
出
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
彼
ら
が
御
師
邸
で
豪
華
な
食
事
で
も
て

な
さ
れ
た
、
と
い
う
話
は
有
名
で
、各
地
の
「
道
中
記
」

に
も
膳
の
上
の
食
材
を
記
録
し
、
中
に
は
ス
ケ
ッ
チ
ま

で
残
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
天
保
十
二
年

（
一
八
四
一
）正
月
、
武
蔵
国
埼
玉
郡
下
野
村
か
ら
伊

勢
参
り
に
来
た
川
島
巳
之
助
は
、
講
中
十
三
人
で
御
師

三
日
市
大
夫
次
郎
邸
に
宿
泊
し
た
際
、
出
さ
れ
た
料
理

を
詳
細
に
書
き

留
め
て
い
ま
す
。

四
泊
五
日
の
間
、

鯛
、
鮪ま

ぐ
ろ

、
鮑あ

わ
び

が

六
回
、
鯔ぼ

ら

が
三

回
、
蛸た

こ

、
鰤ぶ

り

、
烏い

賊か

、
海え

老び

が
二

回
、
他
に
鯒こ

ち

、

鰊に
し
ん

、
鰍い

な
だ

な
ど
。

（『
伊
勢
市
史
近

世
編
』
埼
玉
県

立
文
書
館
川
島

家
文
書
蔵
）
彼

ら
が
、
御
師
邸

で
の
非
日
常
的
な
食
事
に
ど
れ
ほ
ど
驚
き
、
喜
ん
だ
か

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

伊
勢
山
田
外
宮
の
御
師
丸
岡
宗
大
夫
邸
に
は
、
享
保

期
か
ら
明
治
初
期
ま
で
四
十
点
の
「
献
立
」が
残
っ
て

い
ま
す
。「
献
立
」は
、太
々
神
楽
を
奉
納
し
た
グ
ル
ー

プ
（
講
）の
も
の
で
、
宗
大
夫
は
、
大
切
な
檀
家
（
御

師
が
御
祓
大
麻
を
配
布
し
、
初
穂
料
を
も
ら
う
契
約
を

し
た
相
手
方
）の
旅
程
の
一
部
始
終
を
、
食
事
の
内
容

も
含
め
て
記
録
し
ま
し
た
。「
献
立
」と
い
っ
て
も
食

事
の
メ
ニ
ュ
ー
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ど
こ
へ
何
を
持
っ
て

行
っ
て
お
迎
え
し
た
か
、
食
事
に
は
何
を
出
し
、
ど
こ

へ
案
内
し
、
ど
ん
な
土
産
を
渡
し
た
か
、
と
い
っ
た
こ

と
ま
で
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、「
献
立
」
の
う
ち
「
文
化
六
巳
己
年

（
一
八
〇
九
）三
月　

太
々
御
神
楽
献
立　

江
戸
本
所

四
ツ
目
茅
場
町　

勝
村
茂
兵
衛
殿
御
講
中
」か
ら
当
時

の
旅
の
様
子
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）三
月
六
日
、
江
戸
深
川
を

出
立
し
た
茅
商
人
勝
村
茂
兵
衛
一
行
十
七
人
は
、
大
井

川
で
川
止
め
に
遭
い
な
が
ら
も
、
二
十
日
暮
に
尾
張
佐

屋
か
ら
伊
勢
桑
名
宿
堺
屋
に
到
着
し
ま
し
た
。
お
伊

勢
さ
ん
ま
で
は
あ
と
四
日
の
道
の
り
、
や
っ
と
一
安
心

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
、
三
月
二
十
四
日
に
新
茶

屋
（
多
気
郡
明
和
町
）で
一
行
を
迎
え
る
約
束
に
な
っ

て
い
る
宗
大
夫
は
、
同
二
十
日
朝
、
彼
ら
の
進
み
具
合

を
確
認
す
る
た
め
、
手
代
の
甚
蔵
に
鮑
の
糟
漬
を
手
土

産
に
持
た
せ
て
伊
勢
街
道
を
北
に
「
遠
見
」に
走
ら
せ

ま
し
た
。

　

通
常
、
御
師
の
手
代
は
、
宮
川
東
岸
の
中
川
原
（
伊

勢
市
宮
川
町
）で
檀
家
を
迎
え
ま
す
が
、
神
楽
を
奉
納

し
て
く
れ
る
よ
う
な
上
客
の
場
合
は
、
宮
川
を
西
に

渡
っ
て
新
茶
屋
、
松
阪
宿
、
鈴
鹿
上
野
宿
ま
で
迎
え
に

行
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
甚
蔵
は
、
翌
二
十
一
日
に

鈴
鹿
上
野
宿
で
講
元
の
勝
村
茂
兵
衛
に
会
い
、
先
の
段

取
り
を
決
め
て
山
田
に
戻
り
ま
し
た
。
二
十
三
日
早

朝
、「
遠
見
」に
出
て
い
た
甚
蔵
が
帰
宅
し
、
勝
村
茂
兵

衛
一
行
が
、
本
日
新
茶
屋
秋
田
屋
に
到
着
す
る
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
手
代
の
泰
助
が
鯛
一
枚
、

鮑
、
酒
二
升
を
持
っ
て
挨
拶
に
向
か
い
ま
し
た
。
翌

二
十
四
日
は
、
約
束
の
「
迎
え
」の
日
で
し
た
が
、
道

中
遅
れ
た
人
が
あ
り
、
一
行
は
秋
田
屋
に
逗
留
し
て
待

つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
翌
二
十
五
日
、
泰
助
は
堤さ

げ

重じ
ゅ
う

に
酒
肴
を
詰
め
て
正
式
な
「
迎
え
」に
参
り
ま
し
た
。

堤
重
の
中
身
は
、
幾
代
餅
、
紅べ

に

蒲か
ま

鉾ぼ
こ

、
鮑
、
切き

り

飯め
し

、
海
老
、

慈く
わ
い姑

、
干か

ん

瓢ぴ
ょ
う

、
椎
茸
、
山
の
芋
、
昆
布
、
独う

活ど

、
香
の
物
、

そ
し
て
吸
物
と
酒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
行
は
、
山
田
の
ま
ち
に
入
る
前
に
禊
を
す
る
た
め

二
見
浦
に
案
内
さ
れ
ま
す
。
二
見
浦
は
、
夫
婦
岩
で
有

名
な
浜
で
、
天
気
が
よ
け
れ
ば
富
士
山
が
望
め
る
観
光

名
所
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
御
師
が
手
配
し
た

昼
食
弁
当
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

「
迎
え
」か
ら
「
送
り
」ま
で
の
宿
泊
、
飲
食
、
籠か

ご

代だ
い

、

神
楽
奉
納
、
名
所
案
内
、
土
産
な
ど
に
か
か
る
費
用
は
、

ま
と
め
て
一
括
で
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
人
々

は
、
そ
の
旅
ご
と
の
支
払
い
の
心
配
を
せ
ず
に
安
心
し

て
旅
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

丸岡邸玄関

丸
　
岡
　
正
　
之

食
事
か
ら
見
る
江
戸
期
の
伊
勢
参
り
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夕
刻
に
な
り
一
行
が
宗
大
夫
邸
に
到
着
す
る
と
、
ま

ず
は
落お

ち

着つ
き

と
い
っ
て
三
方
に
載
せ
た
熨の

斗し

鮑あ
わ
び

、
菓
子
が

出
ま
す
。
無
事
に
御
師
邸
に
到
着
し
た
と
い
う
儀
式

的
な
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。
現
代
で
も
旅
館
の
部

屋
に
入
る
と
、
お
茶
と
茶
菓
子
が
備
え
て
あ
り
ま
す
。

や
っ
と
宿
に
到
着
し
て
一
息
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
お
待
ち
か
ね
の
夕
食
で
す
。
一
の
膳
、
二
の

膳
（
場
合
に
よ
っ
て
は
三
の
膳
も
）は
、
あ
ら
か
じ
め

セ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
か
ら
箸
を
つ
け
ま
す
。

　

一
の
膳　

膾な
ま
す（

魚
、
大
根
、
木き

く
ら
げ耳

、
干
し
麩
、
け
ん
）　

煮
物
（
花は

な

烏い

賊か

、
薇

ぜ
ん
ま
い

）　

汁
（
松

し
ょ
う

露ろ

、
青
ミ
）　

飯

　

二
の
膳　

刺
身
（
鯛
、
木
の
芽
酢
）　

汁
（
す
ま
し
、

鮑
一
切
）　

ち
ょ
く
（
か
ら
し
和
え
、
蕗ふ

き

）

　

後
か
ら
、
平
（
蒟こ

ん
に
ゃ
く蒻

、
蒲
鉾
、
か
わ
た
け
、
か
い
わ

れ
）焼
物
（
小
鯛
）
、
重
引
（
花は

な

鰹が
つ
お

、
竹
の
子
）
、
香
の

物
（
奈
良
漬
け
、
糠ぬ

か

漬
け
）、
な
し
物
（
昆
布
）、
吸
物

（
ふ
ら
し
、
花
山
椒
）が
出
て
、
や
っ
と
酒
が
入
り
ま
す
。

こ
の
「
献
立
」に
記

録
さ
れ
た
鯛
、
鮑
、

昆
布
な
ど
は
神
宮

の
御
神
饌
に
使
わ

れ
る
食
材
で
す
。

御
師
邸
で
出
さ
れ

る
食
事
は
、
御
神
饌

を
意
識
し
た
も
の

で
、
特
に
神
楽
奉
納

後
の
夕
食
は
、
人
々

の
祈
り
や
願
い
を

神
と
共
に
確
か
な

も
の
に
す
る
た
め

の
重
要
な
儀
式
と

し
て
、
素
木
の
膳
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

次
に
少
し
特
別
な
客
の
例
「
御
即
位　

由
奉
幣

使　

御
献
立
帳　

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）辰
八
月　

丸
岡
宗
大
夫
」で
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）八
月
、

新
し
い
天
皇
（
明
治
天
皇
）が
即
位
さ
れ
、
そ
の
奉
告

の
た
め
に
由

よ
し
の

奉ほ
う

幣へ
い

使し

が
伊
勢
神
宮
に
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
、
宗
大
夫
は
、
毎
年
九
月
の
神
嘗
祭
に
派
遣

さ
れ
る
例
幣
使
の
宿
所
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の

と
き
に
は
、
王
使
小
野
越
後
守
、
忌
部
使
真
継
大
和
守
、

衛
士
二
人
、
供
二
十
三
人
合
わ
せ
て
二
十
七
人
が
八
月

二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
夜
ま
で
滞
在
し
、
二
十
六
日

午
前
に
外
宮
、
同
午
後
に
内
宮
で
幣
帛
を
納
め
る
神
事

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
五
日
、
奉
幣
使
が
宗
大
夫
邸
に
到
着
す
る

と
、
落
着
と
し
て
高
坏
の
上
に
盛
菓
子
が
出
ま
し
た
。

そ
し
て
、
夕
食
は
、
一
の
膳
に
膾
、
坪
（
蒟
蒻
、
葛
）
、

汁
（
葉
付
蕪
）
、
飯
。
二
の
膳
は
刺
身
、
か
ぶ
ら
漬
、

鰤
と
蓮
芋
の
煮
物
、
鯛
の
焼
き
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
使
者
、
衛
士
と
供
の
者
と
で
料
理
に
差
を
つ
け

て
お
り
、
供
に
は
二
の
膳
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
朝

廷
か
ら
の
大
切
な
使
者
を
迎
え
た
に
し
て
は
、
他
の
伊

勢
参
り
の
「
献
立
」と
比
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
質
素
な
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

宗
大
夫
邸
に
残
る
「
献
立
」の
ほ
と
ん
ど
は
、
太
々

神
楽
を
奉
納
し
た
檀
家
の
も
の
で
す
。
い
わ
ば
、
高
額

な
料
金
を
支
払
っ
て
く
れ
る
客
を
も
て
な
し
た
記
録

だ
け
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
伊
勢
参
り
に
来
た
す
べ
て

の
人
が
豪
華
な
食
事
を
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
例
は
少
な
く
、
お
お
か
た
の

人
々
は
、
懐
具
合
と
相
談
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
伊
勢

参
り
に
来
て
い
た
の
で
す
。

　

宗
大
夫
は
、
大
切
な
客
が
再
度
来
る
時
に
備
え
て
、

旅
の
日
程
と
食
材
を
細
か
く
記
録
に
残
し
ま
し
た
。

伊
勢
参
り
に
来
た
人
々
は
、
こ
の
「
献
立
」の
写
し
を

地
元
に
持
ち
帰
り
、
講
の
仲
間
に
報
告
披
露
し
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
豪
華
な
食
事
、
手
厚
い
も
て
な

し
の
宣
伝
効
果
が
、
伊
勢
参
り
に
対
す
る
厚
い
想
い
を

さ
ら
に
高
め
ま
し
た
。

　

娯
楽
的
な
面
が
強
調
さ
れ
が
ち
な
江
戸
期
の
伊
勢

参
り
で
す
が
、
人
々
が
お
金
と
時
間
を
か
け
て
危
険
な

旅
を
し
た
一
番
の
目
的
は
、
神
に
対
す
る
切
実
な
「
祈

り
」と
「
願
い
」に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
迎
え

る
御
師
も
、
彼
ら
の
「
祈
り
」「
願
い
」が
確
実
に
神
に

届
い
た
と
い
う
実
感
が
持
て
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
演

出
を
行
っ
た
の
で
す
。
御
神
饌
を
基
本
に
し
た
食
事

も
そ
の
一
環
で
す
。
伊
勢
参
り
の
人
々
が
、
神
宮
が
鎮

座
す
る
町
で
食
べ
る
豊
か
な
食
は
、
日
々
の
平
穏
と
作

物
の
実
り
を
願
う
彼
ら
に
大
き
な
安
心
を
も
た
ら
し

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

 

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人

�

旧
御
師
丸
岡
宗
大
夫
邸
保
存
再
生
会
議
監
事
）

再現料理

御即位由奉幣使御献立表紙
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三
月
二
日
、
埼
玉
県
神
社
庁
研
修
所
主
催
、
同
教

化
委
員
会
主
管
に
よ
る
教
養
研
修
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
併
用
し
開
催
し
た
。
本
研
修

会
は
一
都
七
県
神
社
庁
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
県
内

外
か
ら
七
十
三
名
の
参
加
を
頂
い
た
。

　

今
年
度
の
教
養
研
修
会
は
「
神
社
の
存
在
意
義
を

考
え
る
」と
題
し
て
企
画
し
た
。
神
社
は
、
地
域
共

同
体
、
氏
子
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
核
家
族
化
が
進
み
、
高
齢
化
や
過
疎
化
と

も
相
俟
っ
て
氏
子
の
神
社
離
れ
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
神
社
の
活
動
基
盤
を
揺
る
が

す
問
題
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
神

社
が
不
活
動
状

態
に
陥
っ
て
し

ま
う
こ
と
は
神

社
界
に
と
っ
て

大
き
な
問
題
で

あ
ろ
う
。
こ
の

問
題
解
決
へ
の

取
組
と
し
て
過

去
の
歴
史
を
学

び
、
現
在
の
全

国
神
社
の
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
で
、
神
社
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

再
認
識
し
、
今
期
の
教
化
委
員
会
の
掲
げ
る
「
新
し

い
時
代
の
神
道
教
化
」を
図
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
。

　

第
一
講
の
神
社
本
庁
教
化
広
報
部
長
牛
尾
淳
先
生

の
講
義
で
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）の
第
一
回

国
勢
調
査
か
ら
日
本
の
人
口
の
推
移
を
示
さ
れ
、
近

年
に
お
い
て
は
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
現
状
を
確
認

し
た
。

　

次
に
、
先
生
の
ご
出
身
地
で
あ
る
島
根
県
と
埼
玉

県
の
人
口
や
神
社
数
、
神
職
数
を
比
較
し
な
が
ら
現

状
を
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
全
国
の
神
職
数
の
推
移
で

は
、
昭
和
三
十
年
に
は
一
二
、五
七
〇
名
い
た
本
務

宮
司
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
や
、
同
年
三
、

三
一
九
名
い
た
宮
司
以
外
の
神
職
が
年
々
増
加
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
つ
い
に
平
成
十
七
年
に
約

一
万
人
で
同
数
と
な
り
、
以
後
、
宮
司
を
除
く
神
職

数
が
本
務
宮
司
数
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
よ
り
、

宮
司
一
人
あ
た
り
の
負
担
が
増
加
し
て
い
る
と
説
明

さ
れ
た
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
神
社
本
庁
で
は
昭
和

三
十
八
年
か
ら
五
十
年
に
か
け
て
調
査
を
行
い
、
こ

れ
を
受
け
て
、
昭
和
五
十
年
か
ら
平
成
二
十
六
年
ま

で
神
社
振
興
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
期
間
は
、

主
に
境
内
整
備
や
記
念
事
業
、
崇
敬
会
の
結
成
な
ど
、

建
物
や
組
織
に
重
き
を
置
い
た
施
策
を
講
じ
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
二
十
八
年
に
か
け

て
、
改
め
て
現
状
の
把
握
と
分
析
を
進
め
た
結
果
、

過
疎
地
域
に
目
を
向
け
、
祭
祀
の
継
承
や
神
社
の
護

持
を
進
め
る
施
策
を
講
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
埼
玉

県
で
は
前
期
東
秩
父
村
坂
本
鎮
座
の
八
幡
大
神
社

（
大
澤
孝
宮
司
）を
、
今
期
は
秩
父
市
下
影
森
鎮
座
の

琴
平
神
社
（
大

至
宮
司
）
を

指
定
し
、
活
動

し
て
い
る
と
説

明
さ
れ
た
。
講

演
の
最
後
に
、

テ
レ
ビ
放
映
さ

れ
た
島
根
県
浜

田
市
弥
栄
町
田

野
原
鎮
座
槇
尾

神
社
の
映
像
を

見
て
、
過
疎
地

域
の
神
社
の
実

状
を
示
さ
れ
た
。

　

第
二
講
は
、
櫻
井
治
男
皇
学
館
大
学
名
誉
教
授
よ

り
「
神
社
復
祀
に
つ
い
て
」と
題
し
て
ご
講
義
頂
い

た
。
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
を
経
て
、
江
戸
期
よ
り

も
明
確
化
さ
れ
た
「
神
社
」に
つ
い
て
調
査
が
行
わ

れ
、
こ
れ
に
よ
り
社
格
が
定
め
ら
れ
た
。
調
査
項
目

は
、明
治
七
年
の
『
特
選
神
名
帳
』に
よ
れ
ば
①
所
在
、

②
社
名
、
③
祭
神
、
④
由
緒
、
⑤
勧
請
年
月
、
⑥
祭
日
、

⑦
社
殿
建
坪
、⑧
境
内
反
別
、⑨
旧
社
領
、⑩
氏
子
数
、

牛尾淳先生

開講式

宮
　
本
　
　
　
修

令
和
四
年
度
教
養
研
修
会
報
告
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⑪
自
該
庁
距
離
で
あ
り
、
明
治
十
二
年
の
『
神
社
明

細
帳
』へ
続
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
政
府
・
行
政
は
「
国
家
の
宗
祀
」に
ふ
さ

わ
し
い
神
社
の
有
様
を
求
め
、
ま
た
経
費
負
担
の
軽

減
の
た
め
に
も
神
社
の
合
祀
・
合
併
・
整
理
を
計
画

し
た
。
こ
の
政
府
主
導
の
行
政
施
策
は
、
村
社
・
無

格
社
の
大
規
模
な
減
少
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
、

廃
止
、
合
祀
あ
る
い
は
破
却
の
後
に
は
、
一
町
村
一

社
な
い
し
は
一
大お

お

字あ
ざ

一
社
を
目
指
し
た
。
神
社
を
減

ら
し
、
集
約
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
立
派
に
な
っ
た

神
社
は
地
域
住
民
の
精
神
的
統
合
の
中
核
機
能
を
果

た
す
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
南
方
熊
楠
の
合
祀

反
対
運
動
に
見
ら
れ
る
様
に
、
地
域
に
よ
っ
て
は
反

対
の
機
運
も
あ
っ
た
。
埼
玉
県
の
合
祀
政
策
は
明
治

三
十
九
年
か
ら
始
め
、
大
正
初
め
に
は
完
了
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
落
ち
着
い
た
大
正
後
期
に
は
、

神
社
復
祀
の
議
論
が
な
さ
れ
始
め
た
。
三
重
県
に
お

い
て
は
大
正
十
五
年
に
県
議
会
で
議
論
が
起
こ
り
、

戦
後
十
年
ほ
ど
の
間
に
復
祀
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。

こ
れ
は
全
国
規
模
で
起
こ
り
、
埼
玉
県
も
例
外
で
は

な
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

第
三
講
は
、
髙
橋
寛
司
神
社
庁
学
芸
員
よ
り
「
埼

玉
県
の
神
社
合
祀
」と
題
し
て
ご
講
演
頂
い
た
。
は

じ
め
に
、
庁
務
の
中
で
、「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域

の
氏
神
様
が
知
り
た
い
」と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
最

も
多
く
、
そ
の
対
応
の
た
め
に
、
か
つ
て
お
こ
な
っ

た
『
埼
玉
の
神
社
』編
纂
の
た
め
県
内
二
千
社
の
悉

皆
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
「
氏
子

区
域
検
索
早
見
表
」を
作
成
・
使
用
し
て
い
る
中
で
、

大
字
に
一
つ
あ
る
氏
神
神
社
が
自
分
の
集
落
か
ら
と

て
も
離
れ
て
い
る
と
い
う
例
や
大
字
内
の
十
数
カ
所

の
集
落
ご
と
に
氏
神
神
社
が
あ
る
例
を
あ
げ
、
こ
れ

が
、
明
治
の
末
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
神
社
合
祀
の
現

状
だ
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
比
企
郡
内
で
、
明
治
四
十
二
年
に
合
祀

さ
れ
た
神
社
の
、
神
璽
背
面
に
大
書
さ
れ
た
「
勅
令

遵
法
合
祀
」の
墨
書
の
写
真
を
象
徴
的
な
事
例
と
し

て
挙
げ
な
が
ら
、
統
計
資
料
か
ら
見
た
埼
玉
県
に
お

け
る
明
治
末
期
か
ら
の
神
社
数
の
推
移
を
示
さ
れ
、

明
治
三
十
八
年
か
ら
大
正
五
年
の
十
一
年
間
で
村
社

が
一
八
九
四
社
か
ら
一
四
六
四
社
と
二
三
％
減
少
し
、

無
格
社
に
お
い
て
は
五
四
四
八
社
か
ら
九
一
九
社
と

一
気
に
八
三
％
減
少
し
た
と
説
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
旧
浦
和
市
・
旧
大
宮
市
・
川
越
市
・
熊
谷

市
・
旧
秩
父
市
と
、
県
内
で
も
特
に
合
祀
が
徹
底
さ

れ
た
坂
戸
市
を
例
に
挙
げ
て
、
実
状
を
示
さ
れ
た
。

県
内
で
は
県
庁
の
あ
る
旧
浦
和
市
で
明
治
三
十
九
年

十
二
月
十
五
日
に
調
神
社
で
無
格
社
を
境
内
社
に
合

祀
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
村
社
は
基
本
的
に
本
殿

へ
合
祀
さ
れ
た
が
、
川
越
市
や
旧
秩
父
市
で
は
余
り

お
こ
な
わ
れ
ず
、
無
格
社
に
つ
い
て
は
、
市
に
よ
っ

て
本
殿
に
合
祀
・
境
内
社
に
合
祀
・
境
内
社
と
し
て

移
転
の
割
合
に
差
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
示
さ
れ
た
。

　

次
に
、
明
治
四
十
二
年
か
ら
神
社
合
祀
反
対
運
動

を
お
こ
な
っ
た
南
方
熊
楠
と
こ
れ
を
支
援
し
た
柳
田

國
男
と
の
逸
話
と
、
大
正
二
年
に
諏
訪
神
社
（
さ
い

た
ま
市
岩
槻
区
諏
訪
鎮
座
）の
境
内
社
と
し
て
合
祀

さ
れ
た
愛
宕
神
社
の
た
め
に
、
柳
田
が
唯
一
撰
文
し

た
「
表
慈
恩
寺
区
愛
宕
神
社
遷
祀
記
」碑
が
あ
る
こ

と
を
紹
介
さ
れ
た
。

　

次
に
、「
埼
玉
県
内
の
神
社
合
祀
に
よ
る
氏
子
の

対
応
」と
し
て
、『
埼
玉
の
神
社
』の
調
査
資
料
か
ら
、

合
祀
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
事
例
・
合
祀
の
徹
底
さ
れ

た
事
例
・
合
祀
に
際
し
て
ご
神
前
で
の
祝
詞
で
神
様

を
説
得
し
た
事
例
・
書
類
上
は
合
祀
さ
れ
て
い
る
が

合
祀
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
・
神
社
合
祀
と
復
祀
に
よ

り
社
号
が
合
わ
な
く
な
っ
た
事
例
・
隣
村
の
神
社
を

村
社
と
す
る
た
め
に
合
祀
さ
れ
た
事
例
・
合
祀
に
よ

り
町
長
が
辞
任
し
た
と
い
う
事
例
・
合
祀
す
る
と
大

火
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
合
祀
を
免
れ
た
事
例
か
ら
、

神
社
合
祀
に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ
た
氏
子
の
対
応
に
つ

い
て
話
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
合
祀
さ
れ
た
集
落
ご
と
の
神
社
に
は
、

地
域
の
主
な
生
業
・
専
門
の
職
人
な
ど
の
職
能
神
や
、

様
々
な
疫
病
対
策
と
し
て
の
神
様
が
境
内
社
と
し
て

勧
請
さ
れ
て
き
た
。
生
活
圏
内
に
あ
る
身
近
な
民
間

信
仰
の
神
様
が
合
祀
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
こ
と
は
、

氏
子
の
精
神
的
な
部
分
に
負
の
影
響
を
与
え
た
と
述

べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
閉
講
式
を
行
い
無
事
に
研
修
会
を
終
了

し
た
。

　

こ
の
研
修
会
を
通
し
て
、
氏
子
崇
敬
者
に
神
道
教

化
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
な
の
か
、
私
自
身
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
ま
た
、
神
社
本
庁
が
こ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た

教
化
施
策
を
知
り
、
神
社
と
地
域
社
会
、
氏
子
崇
敬

者
が
お
互
い
を
支
え
合
い
、
協
力
し
合
っ
て
、
神
社

を
護
持
し
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
実
践
す
べ
き
教
化

目
標
で
あ
る
と
感
じ
た
。「
神
社
」と
は
何
か
、「
お

ま
つ
り
」と
は
何
か
を
氏
子
崇
敬
者
に
問
わ
れ
た
と

き
、
我
々
神
職
は
言
葉
と
背
中
で
教
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

�

（
教
化
委
員
会
研
修
部
班
長
）
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二
月
二
十
七
日
、
埼
玉
県
小
川
町
立
八
和
田
小
学

校
（
宮
澤
忍
校
長
）に
て
、
小
学
校
三
年
生
（
一
ク

ラ
ス
十
八
名
）を
対
象
と
し
た
青
少
年
教
化
育
成
事

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
業
部
で
は
、
行
政
と
神
社
が
協
働
で
郷
土
愛
の

醸
成
を
目
指
し
、
神
職
が
小
学
校
へ
出
向
き
授
業
を

行
い
、
祭
・
伝
統
・
文
化
・
神
社
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
出
来
な
い
か
、
と
考
え
ま
し
た
。
幸
い
、
千

島
浩
副
班
長
の
義
兄
が
宮
澤
校
長
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
教
育
者
の
立
場
か
ら
意
見
を
伺
お
う
と
相
談
し

た
と
こ
ろ
「
そ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
事
業
を
考
え
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
是
非
当
校
で
開
催
し
て
い
た
だ

き
た
い
。」と
い
う
言
葉
を
頂
戴
し
、
青
少
年
教
化
育

成
事
業
と
し
て
話
が
進
み
ま
し
た
。

　

今
回
、
小
学
校
よ
り
二
・
三
・
四
時
間
目
の
授
業
時

間
を
頂
戴
し
、
二
時
間
目
は
社
会
科
、
三
時
間
目
は

音
楽
、
四
時
間
目
は
体
験
学
習
と
し
、
体
育
館
で
授

業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
八
宮
神
社
（
千
島
浩
宮
司
）に
集
合
し
、

改
服
の
後
に
小
学
校
へ
向
か
い
ま
し
た
。
到
着
次
第
、

準
備
品
や
雅
楽
の
楽
器
類
を
体
育
館
へ
と
運
び
、
直

ぐ
に
会
場
設
営
に
移
り
ま
し
た
。

　

二
時
間
目
の
社
会
科
の
授
業
は
、
ま
ず
、
八
和
田

神
社
を
兼
務
し
て
い
る
千
島
宮
司
よ
り
、「
八
和
田

地
区
の
神
様
と
神
社
」に
つ
い
て
話
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
子
供
達
の
学
区
（
地
域
）ご
と
に
神
社
が

あ
る
事
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
、
小
高
茂
班

員
に
よ
る
参
拝
作
法
の
説
明
と
実
践
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
達
と
拝
礼
作
法
を
終
え
た
後
に
、
小
髙
班
員
か

ら
「
身
近
な
神
様
」と
題
し
て
、
自
然
の
神
様
や
家

の
神
様
、
火
や
水
の
神
様
が
い
る
こ
と
な
ど
、
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
川
町
立
図
書
館
の
新
田
文
子
館
長
を
お

招
き
し
て
、「
鎌
倉
街
道
の
歴
史
と
神
社
」と
題
し
て

特
別
授
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

三
時
間
目
の
音
楽
の
授
業
は
、
ま
ず
生
徒
た
ち
の

心
を
引
き
つ
け
る
た
め
に
、
雅
楽
平
調
の
「
音
取
」

を
演
奏
、
地
元
の
製
紙
所
か
ら
協
賛
い
た
だ
い
た
小

川
和
紙
を
使
用
し
た
、
班
員
作
成
の
雅
楽
に
関
す
る

資
料
を
も
と
に
、
雅
楽
の
歴
史
と
楽
器
の
紹
介
を
行

い
ま
し
た
。
管
ご
と
の
音
色
と
迫
力
に
生
徒
た
ち
は

と
て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
越
殿
楽
」の
演
奏
後
に
、「
浦
安
の
舞
」

を
奉
奏
し
ま
し
た
。
間
近
で
見
る
巫
女
舞
に
、
女
子

生
徒
を
中
心
に
真
剣
な
眼
差
し
で
鑑
賞
し
て
い
ま
し

た
。

　

四
時
間
目
の
体
験
学
習
授
業
で
は
、
生
徒
全
員
で

「
浦
安
の
舞
」を
習
い
、
太
鼓
も
生
徒
が
叩
き
、
足
の

運
び
や
音
を
合
わ
せ
て
舞
う
体
験
を
致
し
ま
し
た
。

そ
の
場
に
い
た
、
校
長
・
教
頭
・
担
任
の
先
生
も
一

緒
に
な
り
舞
の
体
験
を
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
を
切
り
上
げ
て
、
新
渡
戸
常
英
教
化
委

員
会
副
委
員
長
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
、
生
徒
達
か

ら
の
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
ま
し
た
。「
普
段
神

社
で
は
何
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。」な
ど
の
質
問

が
あ
り
、
副
委
員
長
か
ら
は
回
答
と
共
に
、
和
紙
の

特
産
品
な
ど
誇
れ
る
も
の
が
地
元
に
は
た
く
さ
ん
あ

る
旨
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
宮
澤
校
長
よ
り
総
評
の
挨
拶
を
し
て
い

た
だ
き
、
東
⻆
井
真
臣
教
化
委
員
長
よ
り
御
礼
と
総

括
が
あ
り
、
無
事
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
初
の
試
み
で
あ
っ
た
小
学
校
へ
出
向
い
て

の
青
少
年
教
化
育
成
事
業
は
、
と
て
も
勉
強
に
な
る

貴
重
な
時
間
、
経
験
が
出
来
ま
し
た
。
今
期
の
任
期

中
に
、
あ
と
何
校
か
行
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
い
で

す
。

�

（
教
化
委
員
会
事
業
部
班
長
）

嶋
　
田
　
土
　
支
　
彦

青
少
年
教
化
育
成
事
業
報
告

雅楽演奏
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祈
年
祭
は
二
月
二
十
一
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
神
殿
に
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
は
秩
父
支
部
の
奉
仕
に
て
、
曽
根
原
正
宏
副
支
部
長
が
斎
主
を
務
め
、
高
麗
文

康
神
社
庁
長
、
大
野
光
政
県
総
代
会
長
が
参
列
者
を
代
表
し
て
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
、

参
列
し
た
役
職
員
二
十
三
名
が
合
わ
せ
て
拝
礼
し
、
本
年
の
五
穀
の
豊
穣
と
国
家
安

泰
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
祭
典
終
了
後
は
、
午
後
三
時
よ
り
役
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
祈
年
祭
次
第

時
刻
、
参
列
者
所
定
の
座
に
著
く　

是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り

時
刻
、
斎
主
以
下
祭
員
、
参
列
者
代
表
参
進　

是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り

次
に
斎
主
以
下
祭
員
、
参
列
者
代
表
所
定
の
座
に
著
く

次
に
修
祓

次
に
斎
主
一
拝

次
に
斎
主
御
扉
を
開
き
畢
り
て
側
に
候
す

次
に
祭
員
神
饌
を
供
す

次
に
斎
主
祝
詞
を
奏
す

次
に
斎
主
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼　
　
　

祭
員
列
拝

次
に
参
列
者
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼

一
、
埼
玉
県
神
社
庁
代
表　
　
　
　
　

神
職
列
拝

一
、
埼
玉
県
神
社
氏
子
総
代
会
代
表　

総
代
列
拝

次
に
祭
員
神
饌
を
撤
す

次
に
斎
主
御
扉
を
閉
じ
畢
り
て
本
座
に
復
す

次
に
斎
主
一
拝

次
に
直
会

　【
奉
仕
員
】

斎　

主　

寳
登
山
神
社
宮
司　
　

曽
根
原
正
宏

副
斎
主　

三
峰
神
社
禰
宜　
　
　

朝
日　

則
安

祭　

員　

秩
父
神
社
権
禰
宜　
　

淺
見　

知
史

祭　

員　

八
幡
神
社
宮
司　
　
　

坂
井　

幸
宏

祭　

員　

寳
登
山
神
社
権
禰
宜　

岩
田
悠
太
郎

　

神
殿
鎮
座
記
念
祭
は
、
三
月
二
十
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
神
殿
に
て
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。
祭
典
は
高
麗
文
康
庁
長
が
斎
主
を
務
め
、
副
斎
主
以
下
祭
員
は
大
里
児

玉
支
部
が
奉
仕
し
、
小
林
一
朗
副
庁
長
、
大
野
光
政
県
総
代
会
長
が
参
列
者
を
代
表

し
て
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼
、
参
列
し
た
役
職
員
二
十
名
が
合
わ
せ
て
拝
礼
し
、
感
謝

の
真
心
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
祭
典
中
に
は
祭
祀
舞
「
豊
栄
舞
」
が
奉
奏
さ
れ

ま
し
た
。
祭
典
終
了
後
、
午
後
三
時
三
十
分
よ
り
神
社
庁
協
議
員
会
並
び
に
神
政

連
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
「
清
水
園
」
に
て
神
職
身
分
昇
級
者
認
定
証
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
直
会
及
び
身
分
昇
級
者
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
神
殿
鎮
座
記
念
祭
次
第

時
刻
、
参
列
者
所
定
の
座
に
著
く　

是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り

時
刻
、
斎
主
以
下
祭
員
、
参
列
者
代
表
参
進　

是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り

次
に
斎
主
以
下
祭
員
、
参
列
者
代
表
所
定
の
座
に
著
く

次
に
修
祓

次
に
斎
主
一
拝

次
に
斎
主
御
扉
を
開
き
畢
り
て
側
に
候
す

次
に
祭
員
神
饌
を
供
す

次
に
斎
主
祝
詞
を
奏
す

次
に
斎
主
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼　
　
　

祭
員
列
拝

次
に
参
列
者
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼

一
、
埼
玉
県
神
社
庁
代
表　
　
　
　
　

神
職
列
拝

一
、
埼
玉
県
神
社
氏
子
総
代
会
代
表　

総
代
列
拝

次
に
祭
員
神
饌
を
撤
す

次
に
斎
主
御
扉
を
閉
じ
畢
り
て
本
座
に
復
す

次
に
斎
主
一
拝

次
に
直
会

　【
奉
仕
員
】

斎　

主　

埼
玉
県
神
社
庁
長　
　
　

高
麗　

文
康

副
斎
主　

金
鑽
神
社
宮
司　
　
　
　

金
鑚　

俊
樹

祭　

員　

玉
津
島
神
社
宮
司　
　
　

宮
本　
　

修

祭　

員　

足
髙
神
社
宮
司　
　
　
　

髙
野　

浩
成

祭　

員　

愛
宕
神
社
権
禰
宜　
　
　

長
谷
川
洋
美

伶　

人

　

鳳
笙　

八
幡
神
社
宮
司　
　
　
　

恩
田　

栄
治

　

篳
篥　

氷
川
神
社
権
禰
宜　
　
　

池
永　

衛
治

　

龍
笛　

氷
川
神
社
権
禰
宜　
　
　

遠
藤　

胤
也

舞　

人　

富
士
浅
間
神
社
禰
宜　
　

江
森　

茂
代

舞　

人　

八
幡
大
神
社
禰
宜　
　
　

大
澤　

真
弓

埼
玉
県
神
社
庁
祈
年
祭

埼
玉
県
神
社
庁
神
殿
鎮
座
記
念
祭
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本
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
定
年
退
職
を
迎
え

ま
し
た
。
県
内
神
職
の
皆
様
に
は
長
年
に
亘
り
ご
指

導
ご
厚
情
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

神
社
庁
職
員
と
し
て
は
、
平
成
九
年
か
ら
二
十
五

年
間
で
あ
り
ま
す
が
、
本
職
に
至
る
契
機
と
な
っ
た

の
は
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
行
わ
れ
た
福
島
県
「
会

津
田
島
祇
園
祭
」の
祭
礼
調
査
で
、國
學
院
大
學
（
以

下
、
國
大
）の
薗
田
稔
助
教
授
（
当
時
）を
中
心
に

日
本
文
化
研
究
所
の
宇
野
正
人
・
茂
木
栄
両
氏
と
、

國
大
の
民
俗
学
系
サ
ー
ク
ル
の
学
生
・
院
生
が
十
数

人
招
集
さ
れ
た
一
人
と
な
っ
た
こ
と
に
遡
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
五
十
六
年
に
は
、
来
る
昭
和

六
十
一
年
の
本
県
神
社
庁
設
立
四
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
全
県
的
な
神
社
誌
刊
行
が
決
定
し
、
県
内

包
括
下
約
二
千
社
の
神
社
を
悉
皆
調
査
す
る
こ
と
と

な
り
、
学
生
調
査
員
と
し
て
、
先
の
調
査
メ
ン
バ
ー

の
多
く
が
参
加
し
ま
し
た
。
生
憎
、
私
は
野
村
純
一

國
大
助
教
授
（
当
時
）を
中
心
と
し
た
新
潟
県
古
志

郡
山
古
志
村
の
村
史
民
俗
編
調
査
執
筆
委
員
と
な
っ

て
い
た
た
め
に
手
が
回
ら
ず
、
一
度
は
お
断
り
し
、

一
年
後
、
改
め
て
声
が
掛
か
っ
た
昭
和
五
十
七
年
後

半
か
ら
調
査
員
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

本
県
で
神
社
庁
主
体
に
よ
る
神
社
誌
編
纂
を
お
こ

な
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
河
野
省

三
庁
長
が
、
神
社
誌
の
編
纂
を
神
社
庁
の
事
業
方
針

と
し
て
よ
り
、
県
内
神
職
で
も
あ
っ
た
西
角
井
正
慶

國
大
教
授
が
「
埼
玉
県
神
社
調
査
要
目
」を
制
定
し
、

県
下
神
職
に
調
査
の
必
要
性
と
意
義
が
説
か
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
お
二
人
の
薫
陶
を
受
け
、
初
代
か
ら

三
代
ま
で
の
教
化
委
員
長
を
務
め
た
の
が
、
当
時
の

　

二
月
二
十
二
日
、
高
麗
神
社
（
高
麗
文
康
宮
司
）

参
集
殿
お
い
て
、
入
間
西
支
部
物
故
神
職
慰
霊
祭
が

高
麗
文
康
庁
長
・
室
岡
孝
志
入
間
西
支
部
神
社
氏
子

総
代
会
長
ほ
か
副
会
長
二
名
の
御
来
賓
を
迎
え
斎
行

さ
れ
た
。

　

こ
の
度
の
慰
霊
祭
は
戦
後
、
神
社
本
庁
設
立
以
降

に
帰
幽
さ
れ
た
御
霊
、
六
十
七
柱
が
祀
ら
れ
、
斎
主

を
枝
窪
邦
茂
支
部
長
が
務
め
、
典
儀
を
含
む
祭
員
四

名
の
支
部
内
青
年
会
神
職
が
奉
仕
し
、
横
田
正
司
副

支
部
長
を
は
じ
め
二
十
五
名
の
支
部
遺
族
神
職
ら
参

列
の
も
と
執
り
行
わ
れ
た
。

　

当
支
部
で
の
物
故
神
職
慰
霊
祭
は
、
前
入
間
支
部

で
平
成
五
年
に
行
わ
れ
て
よ
り
ほ
ぼ
三
十
年
ぶ
り
の

斎
行
と
な
っ
た
。
当
初
こ
の
慰
霊
祭
は
淵
泉
芳
明
前

支
部
長
の
任
期
中
に
思
案
さ
れ
て
い
た
が
、
新
型
感

染
症
の
流
行
に
よ
り

延
期
さ
れ
て
い
た
。

令
和
四
年
事
業
計
画

で
は
九
月
の
予
定
で

あ
っ
た
が
、
六
月
か

ら
八
月
の
感
染
者
の

拡
大
に
よ
り
、
会
議

等
が
行
え
ず
、
感
染

者
の
落
着
い
た
二
月

の
斎
行
と
な
っ
た
。

�

（
入
間
西
支
部　

事

務
局
長
）

横
田
茂
庁
長
、
竹
本
佳
輝
・
宮
澤
岩
雄
両
副
庁
長
期

で
、
特
に
宮
澤
副
庁
長
は
宮
司
を
務
め
る
三
峰
神
社

に
建
て
た
秩
父
宮
記
念
三
峯
山
博
物
館
の
組
織
を
挙

げ
て
神
社
調
査
に
投
入
さ
れ
、
同
博
物
館
館
長
で
神

社
庁
教
化
委
員
長
で
も
あ
っ
た
廣
瀬
和
俊
権
宮
司
を

調
査
団
長
に
据
え
、
博
物
館
職
員
と
秩
父
郡
市
支
部

の
若
手
神
職
と
國
大
の
学
生
に
よ
り
「
神
社
調
査

団
」が
結
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
各
社
の
宮
司
や
総
代
・
土
地
の
古
老
と

い
っ
た
方
々
も
明
治
生
ま
れ
が
ま
だ
ご
健
在
で
し
た
。

祖
父
母
か
ら
聞
か
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
様
子
や
、
明

治
・
大
正
･
昭
和
に
亘
る
神
社
、
祭
り
、
地
域
の
大

き
な
変
化
に
至
る
ま
で
お
話
し
を
お
聞
き
し
記
録
す

る
と
い
う
、
二
度
と
な
い
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

以
来
、
十
七
年
と
い
う
長
期
事
業
と
な
り
、
県
内

神
社
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
、
横
田

茂
・
竹
本
佳
輝
・
高
麗
澄
雄
、
そ
し
て
二
代
目
調
査

団
長
で
あ
っ
た
薗
田
稔
と
い
っ
た
歴
代
庁
長
期
を
経

て
、
平
成
十
年
に
『
埼
玉
の
神
社
』の
刊
行
事
業
が

完
了
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
紙
幅
に
載
せ
得
な
か
っ

た
資
料
が
余
り
に
も
膨
大
で
、
各
社
に
お
い
て
今
後

の
活
用
に
資
す
る
よ
う
、
調
査
記
録
の
デ
ー
タ
化
や

補
充
を
図
る
た
め
に
、
学
芸
員
と
い
う
肩
書
き
で
本

職
を
置
い
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
調
査
を
行
っ

た
方
々
に
神
社
調
査
資
料
室
調
査
委
員
に
就
任
頂
き
、

手
書
き
調
査
記
録
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
始
め
、
昨
年
、

全
社
の
入
力
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

に
各
社
ご
と
の
関
連
資
料
を
追
加
し
て
、
本
年
中
に

現
職
宮
司
に
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
で
本
兼
務
神
社
の
デ
ー

タ
を
お
渡
し
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

結
果
的
に
神
社
庁
と
の
ご
縁
は
、
四
十
年
に
及
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
退
職
後
も
神
職
や
氏
子
が

地
域
の
伝
統
や
文
化
を
次
代
に
継
い
で
い
け
る
よ
う
、

微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

�

（
元
埼
玉
県
神
社
庁
学
芸
員
）

髙
　
橋
　
寛
　
司

宮
　
本
　
剛
　
義

学
芸
員
退
任
に
あ
た
っ
て

入
間
西
支
部

�

物
故
神
職
慰
霊
祭
報
告
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第
二
十
八
代
会
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
、
朝
霞
市
に

鎮
座
致
し
ま
す
宮
戸
神
社
権

禰
宜
の
髙
橋
陽
一
と
申
し
ま

す
。
当
会
は
本
年
で
発
会

七
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
は
奇
跡

で
す
。
現
在
我
々
が
直
面
し
て
い
る
社
会
情
勢
の
一

例
と
し
て
、
不
安
定
な
平
和
や
疫
病
に
よ
る
混
乱
が

あ
り
ま
す
が
、
七
十
年
の
間
に
は
同
様
の
障
壁
が
何

度
も
何
度
も
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
危
機
を
乗
り
越
え
続
け
た
先
に
今
日
の
活
動

が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
事
を
噛
み
し
め
、
改
め

て
道
を
開
い
た
先
輩
諸
兄
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
は
七
十
周
年
の
記
念
事
業
が
た
く
さ
ん
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
代
表
と
し
て
、
ア
ッ
ツ
島
並
び
に
北

方
慰
霊
祭
を
北
海
道
に
て
斎
行
す
る
予
定
で
す
。

ア
ッ
ツ
島
の
戦
い
は
八
十
年
前
、
初
め
て
日
本
軍
が

「
玉
砕
」し
た
戦
地
で
あ
り
、
大
き
な
流
れ
を
作
り
出

し
た
場
所
で
す
。
五
年
前
の
嶋
田
土
支
彦
会
長
期
に

は
開
戦
の
地
と
な
っ
た
ハ
ワ
イ
に
て
慰
霊
祭
を
行
い
、

　

こ
の
度
、
令
和
五
年
四
月

一
日
付
を
以
て
、
事
務
実
習

員
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
高

橋
佑ゆ

う

奈な

と
申
し
ま
す
。

　

昨
年
度
二
月
か
ら
当
庁
に

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
既

に
ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
潟
県
長
岡
市
に
生
ま
れ
、
戦
国
武
将
の
直
江
兼

続
が
治
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
町
で
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
な
が
ら
育
ち
ま
し
た
。
神
職
家
の
出
身
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
父
が
地
元
の
お
祭
で
お
囃
子
を
し

て
い
る
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
幼
少
よ
り
お
祭
り
や

神
社
を
身
近
に
感
じ
て
お
り
、
自
ず
と
関
心
は
神
社

に
向
け
ら
れ
、
高
校
時
代
に
市
内
神
社
に
て
社
務
の

お
手
伝
い
を
し
た
こ
と
を
機
に
國
學
院
大
學
神
道
文

化
学
部
を
志
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

在
学
時
に
は
、
神
輿
渡
御
サ
ー
ク
ル
「
若
木
睦
」

と
神
楽
舞
サ
ー
ク
ル
「
み
す
ゞ
会
」に
所
属
し
、
活

動
を
通
し
て
改
め
て
神
社
や
神
道
の
奥
深
さ
を
実
感

い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
縁
を
頂
き
ま
し
て
入
庁
し
、
日
々
庁
務
に
つ
い

て
勉
強
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
県
内
神
職

の
皆
様
の
こ
と
や
埼
玉
の
地
域
に
つ
い
て
無
知
で
あ

る
こ
と
の
ほ
う
が
多
く
、
ま
た
社
会
人
と
し
て
未
熟

で
あ
る
た
め
、
失
礼
や
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
日
も
早
く
皆
様
の
お
力

に
な
れ
る
よ
う
日
々
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

計
ら
ず
と
も
戦
時
の
流
れ
を
追
う
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
北
方
と
言
え
ば
、
現
在
他
国
に
侵
攻
し
て

い
る
ロ
シ
ア
と
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
当
会
に
よ
る

北
海
道
で
の
慰
霊
は
過
去
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
北
方

に
出
兵
さ
れ
た
方
へ
の
慰
霊
祭
は
、
ま
さ
に
今
行
う

べ
き
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
柱
と
し
て
、
御
神
田
事
業
を
行
い
ま

す
。
稲
作
に
お
け
る
日
本
文
化
、
神
道
の
礎
を
学
ぶ

た
め
、
会
員
、
ま
た
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
以
前
事

業
を
重
ね
ま
し
た
深
谷
市
に
鎮
座
し
ま
す
玉
津
島
神

社
（
宮
本
修
宮
司
）御
神
田
を
お
借
り
し
、
御
田
植

祭
並
び
に
抜
穂
祭
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
実
り
を

担
ぎ
、
靖
國
神
社
ま
で
徒
歩
に
て
参
拝
し
、
奉
納
す

る
予
定
で
す
。

　

神
社
界
は
常
に
保
持
と
変
化
、
相
反
す
る
波
に
さ

ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
青
年
会
活
動
で
は
個
性
豊
か

な
会
員
達
に
よ
る
多
角
的
な
視
点
で
、
情
報
を
共
有

し
、
知
識
を
高
め
な
が
ら
諸
問
題
に
立
ち
向
か
っ
て

お
り
ま
す
。
私
自
身
、
こ
こ
に
参
加
し
て
い
な
け
れ

ば
、
自
身
の
御
社
の
活
性
化
も
、
神
職
と
し
て
生
き

る
理
念
も
、
今
の
水
準
に
到
達
し
て
い
な
か
っ
た
と

実
感
し
て
お
り
ま
す
。
培
っ
た
経
験
を
後
輩
た
ち
に

示
し
、
神
社
界
全
体
に
恩
返
し
を
し
、
ま
た
自
己
研

鑽
に
励
み
な
が
ら
、
ま
だ
見
ぬ
世
代
へ
誇
れ
る
も
の

を
繋
い
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

�

（
埼
玉
県
神
道
青
年
会
会
長
）

髙
　
橋
　
陽
　
一

高
　
橋
　
佑
　
奈

埼
玉
県
神
道
青
年
会
会
長

�

就
任
挨
拶

神
社
庁
新
任
職
員
挨
拶
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庁
務
日
誌
抄

１
・
27	

事
業
部
会（
嶋
田
班
）�

於　

神
社
庁

	

本
宗
奉
賛
委
員
会
常
任
委
員
会�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

1
・
31	

規
程
改
正
検
討
委
員
会�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

2
・
1	

月
次
祭�

於　

神
社
庁

2
・
8	

神
道
婦
人
会
新
年
会　

武
田
参
事
出
席�

於　

東
天
紅

	
庁
報
編
集
会
議�

於　

神
社
庁

2
・
11	
建
国
記
念
の
日
「
奉
祝
パ
レ
ー
ド
」

	

　

武
田
参
事
他
四
名
助
勢�

於　

都
内
・
原
宿
表
参
道
周
辺

2
・
13	

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
埼
玉
県
民
会
議

	

　

高
麗
庁
長
出
席�

於　

浦
和
・
全
電
通
埼
玉
会
館

2
・
14	

宗
教
法
人
研
修
会

	

　

武
田
参
事
・
鈴
木
録
事
出
席�

於　

埼
佛
会
館

2
・
15	

埼
玉
県
護
国
神
社
役
員
会

	

　

高
麗
庁
長
出
席�

於　

護
国
神
社

	

宮
司
代
務
者
任
命
辞
令
交
付
式�

於　

神
社
庁

2
・
20	

教
化
広
報
部
会（
髙
橋
班
）�

於　

神
社
庁

2
・
21	

正
副
庁
長
会
・
祈
年
祭（
秩
父
支
部
奉
仕
）・
神
社
庁
役
員
会

�

於　

神
社
庁

	

研
修
部
会（
宮
本
班
）�

於　

神
社
庁

2
・
27	

青
少
年
教
化
育
成
事
業

	

　

教
化
委
員
十
三
名
出
向�

於　

小
川
町
・
八
和
田
小
学
校

	

一
都
七
県
神
社
庁
中
堅
神
職
研
修
開
講
式

	

　

高
麗
庁
長
出
席�

於　

明
治
神
宮
会
館

	

教
学
上
の
現
代
的
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
会

	

　

武
田
参
事
講
演�

於　

神
社
本
庁

2
・
27
～
3
・
3	

一
都
七
県
神
社
庁
中
堅
神
職
研
修（
乙
）

	

　

六
名
受
講�

於　

明
治
神
宮
会
館

2
・
28	

教
化
広
報
部
会（
髙
橋
班
）�

於　

神
社
庁

	

神
政
連
本
部
役
員
・
委
員
合
同
会
議�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

3
・
1	

月
次
祭�

於　

神
社
庁

3
・
2	

教
養
研
修
会　

七
十
三
名
受
講�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修

3
・
3	

一
都
七
県
神
社
庁
中
堅
神
職
研
修
閉
講
式

	

　

武
田
参
事
出
席�

於　

明
治
神
宮
会
館

3
・
5	

神
宮
大
麻
頒
布
終
了
祭

	

　

東
副
庁
長
・
武
田
参
事
参
列�

於　

内
宮
神
楽
殿

3
・
8	

事
業
部
会（
小
林
班
）�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

3
・
9	

一
都
七
県
神
政
連
本
部
長
・
幹
事
長
・
事
務
局
長
会
議

	

　

高
麗
本
部
長
・
岡
本
幹
事
長
・
武
田
事
務
局
長
出
席

�

於　

山
梨
・
ホ
テ
ル
鐘
山
苑

3
・
10	

本
宗
奉
賛
委
員
会
常
任
委
員
会� 



於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

3
・
14	

過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進
委
員
会�

於　

神
社
庁

3
・
15	

祭
式
講
師
打
合
せ
会�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

3
・
16	

神
社
庁
長
懇
話
会
・
全
国
神
社
庁
長
懇
談
会

	

　

高
麗
庁
長
・
武
田
参
事
出
席�

於　

明
治
記
念
館

3
・
17	

全
国
神
社
庁
長
会
・『
皇
室
』
普
及
委
員
会

	

　

高
麗
庁
長
・
武
田
参
事
出
席�

於　

神
社
本
庁

3
・
20	

正
副
庁
長
議
長
会

	

神
殿
鎮
座
記
念
祭（
斎
主
高
麗
庁
長
・
大
里
児
玉
支
部
奉
仕
）

	

神
社
庁
協
議
員
会
・
神
政
連
県
本
部
代
議
員
会�

於　

神
社
庁

	

神
職
身
分
昇
級
者
認
定
証
伝
達
式
・
身
分
昇
級
者
祝
賀
会

�

於　

清
水
園

3
・
22
～
23	

一
都
七
県
神
社
庁
事
務
担
当
者
会

	

　

武
田
参
事
・
鈴
木
・
髙
橋
両
録
事
出
席�

於　

群
馬
・
ホ
テ
ル
小
暮

3
・
26	

教
化
事
業
「
神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
！
」

	

　

五
千
人
来
場�

於　

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社

3
・
28
〜
29	

第
二
期
過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進
施
策
指
定
神
社
・
推
進
拠
点
研
究
会

	

　

武
田
参
事
出
席�

於　

神
社
本
庁

3
・
29	

過
疎
対
策
教
化
研
修
会

	

　

武
田
参
事
受
講�

於　

神
社
本
庁

3
・
30	

社
会
保
険
事
務
講
習
会

	

　

髙
橋
録
事
受
講�

於　

大
宮
・
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

4
・
3	

月
次
祭�

於　

神
社
庁

	

埼
玉
県
宗
教
連
盟
監
査
会

	

　

武
田
参
事
出
向�

於　

埼
佛
会
館

4
・
6	

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
会

	

　

髙
橋（
理
）・
高
橋（
佑
）受
講�

於　

大
宮
・
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

4
・
10	

埼
玉
県
宗
教
連
盟
理
事
会

	

　

武
田
参
事
出
席�

於　

埼
佛
会
館

4
・
11	

教
化
広
報
部
会（
髙
橋
班
）�

於　

神
社
庁

	

庁
報
編
集
会
議�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

4
・
13	

総
代
会
監
査
会
・
役
員
会
・
評
議
員
会�

於　

神
社
庁

4
・
14	

事
業
部
会（
小
林
班
）�

於　

神
社
庁

4
・
17	

本
宗
奉
賛
委
員
会
常
任
委
員
会�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

	

教
化
委
員
会
役
員
会�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

4
・
19	

規
程
改
正
検
討
委
員
会�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

4
・
20	

神
社
本
庁
評
議
員
一
都
七
県
の
会

	

　

高
麗
庁
長
・
小
林
・
東
両
副
庁
長
・
武
田
参
事
出
席

�

於　

明
治
記
念
館

4
・
21	

雅
楽
・
祭
祀
舞
講
師
連
絡
会�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

任
免
辞
令

任
命
2
・
1	

金
子
の
り
子　

本　

天
神
社
他
八
社
宮
司
代
務
者�

（
入
間
西
）

	

金
子
の
り
子　

兼　

氷
川
神
社
宮
司
代
務
者�

（
北
足
立
）

	

土
師　

哲
人　

本　

廣
野
大
神
社
他
七
社
宮
司
代
務
者�

（
大
里
児
玉
）

3
・
1	

榊
原　

祥
光　

兼　

仙
波
東
照
宮
禰
宜�

（
入
間
東
）

	

細
田　

淳
和　

新　

川
越
八
幡
神
社
権
禰
宜�

（
入
間
東
）

4
・
1	

田
口　
　

舞　

新　

調
神
社
権
禰
宜�

（
北
足
立
）

	

千
島　
　

倭　

兼　

氷
川
神
社
権
禰
宜�

（
北
足
立
）

	

中
村　

優
太　

新　

氷
川
神
社
権
禰
宜�

（
北
足
立
）

	
紫
藤　
　

学　

本　

出
雲
伊
波
比
神
社
他
七
社
宮
司�

（
入
間
東
）

	
河
上　

恒
平　

新　

神
明
社
権
禰
宜�

（
入
間
西
）

	
下
岡
紗
耶
加　

新　

高
麗
神
社
権
禰
宜�

（
入
間
西
）

	

千
島　
　

倭　

新　

八
宮
神
社
禰
宜�

（
比　

企
）

	

齋
藤　

由
郎　

兼　

両
神
神
社
他
二
社
宮
司�

（
秩　

父
）

	

坂
井　

祝
子　

新　

八
幡
神
社
権
禰
宜�

（
秩　

父
）

	

薗
田　
　

稔　

兼　

椋
神
社
宮
司�

（
秩　

父
）

	

薗
田　
　

建　

本　

秩
父
神
社
他
三
社
宮
司�

（
秩　

父
）

	

福
川　

健
真　

新　

秩
父
神
社
権
禰
宜�

（
秩　

父
）

	

篠
田　

孟
宣　

本　

八
幡
神
社
権
禰
宜�

（
大
里
児
玉
）

	

篠
田　

孟
宣　

兼　

赤
城
久
伊
豆
神
社
禰
宜�

（
大
里
児
玉
）

	

酒
井　

一
行　

新　

鷲
宮
神
社
権
禰
宜�

（
さ
き
た
ま
）

	

福
田　

大
輝　

本　

八
枝
神
社
他
十
三
社
宮
司�

（
さ
き
た
ま
）

	

松
岡　

俊
行　

兼　

春
日
神
社
他
二
社
宮
司�

（
さ
き
た
ま
）

	

松
岡　

宏
聡　

本　

行
田
八
幡
神
社
宮
司�

（
さ
き
た
ま
）

	

中
西　

知
正　

本　

行
田
八
幡
神
社
権
禰
宜�

（
さ
き
た
ま
）

	

渡
邉　

敏
明　

本　

八
坂
神
社
禰
宜�
（
さ
き
た
ま
）

	

針
谷　

和
臣　

新　

八
坂
神
社
権
禰
宜�
（
さ
き
た
ま
）

	

馬
場　

裕
一　

本　

久
伊
豆
神
社
禰
宜�
（
埼
玉
東
）

	

馬
場　

昭
子　

本　

久
伊
豆
神
社
権
禰
宜�
（
埼
玉
東
）

	

渋
谷　

雅
享　

新　

久
伊
豆
神
社
権
禰
宜�

（
埼
玉
東
）

本
務
替

4
・
1	

薄
平　

壽
郎　

新　

両
神
山
両
神
神
社
宮
司�

（
秩　

父
）

	

　
　
　
　
　
　

旧　

両
神
神
社
宮
司�

（
秩　

父
）

	

薗
田　
　

稔　

新　

秋
葉
神
社
宮
司�

（
秩　

父
）

	

　
　
　
　
　
　

旧　

秩
父
神
社
宮
司�

（
秩　

父
）

	

松
岡　

俊
行　

新　

天
神
社
宮
司�

（
さ
き
た
ま
）

	

　
　
　
　
　
　

旧　

行
田
八
幡
神
社�

（
さ
き
た
ま
）

転
任
2
・
1	

杦
田　
　

優　

本　

笠
山
神
社
禰
宜�

（
比　

企
）

�

箭
弓
稲
荷
神
社
権
禰
宜
よ
り
転
任

4
・
1	

池
永　

衛
治　

本　

箭
弓
稲
荷
神
社
権
禰
宜�

（
比　

企
）

�

氷
川
神
社
権
禰
宜
よ
り
転
任

転
出
3
・
31	

朝
日　

陸
斗　

本　

氷
川
神
社
権
禰
宜�

（
北
足
立
）

�

茨
城
県
・
大
中
神
社
へ
転
出

名
誉
宮
司
称
号
授
与

4
・
20	

薗
田　
　

稔　
　
　

秩
父
神
社
名
誉
宮
司�

（
秩　

父
）

退
任
3
・
31	

紫
藤　

正
臣　

本　

出
雲
伊
波
比
神
社
他
七
社
宮
司�

（
入
間
東
）

	

福
田　

文
彦　

本　

八
枝
神
社
他
十
三
社
宮
司�

（
さ
き
た
ま
）

令
和
四
年
度
神
社
本
庁
功
績
表
彰（
敬
称
略
）

　

八
幡
神
社
宮
司　
　
　
　
　
　

南
條
喜
三
郎�

第
二
条
第
一
号

　

氷
川
神
社
宮
司　
　
　
　
　
　

淵
泉　

芳
明�

第
三
条
第
二
号

　

三
峰
神
社
禰
宜　
　
　
　
　
　

山
中　
　

剛�

第
三
条
第
二
号

　

香
取
神
社
宮
司　
　
　
　
　
　

小
林　

桂
子�

第
三
条
第
二
号

　

氷
川
神
社
役
員　
　
　
　
　
　

矢
部　
　

昇�

第
三
条
第
三
号

　

氷
川
神
社
役
員　
　
　
　
　
　

山
畑　

義
行�

第
三
条
第
三
号

　

大
雷
神
社
総
代　
　
　
　
　
　

落
合　
　

清�

第
三
条
第
三
号

�

（
二
月
三
日
付
）

身
分
昇
級（
敬
称
略
）

浄
階
一
級　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
麗
神
社
宮
司�

高
麗　

文
康

�

（
三
月
一
日
付
）

二
級
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
輪
神
社
宮
司�

枝
窪　

邦
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
枝
神
社
宮
司�

岡
部　

憲
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秩
父
神
社
権
禰
宜�

新
井　

君
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
鑽
神
社
宮
司�

金
鑚　

俊
樹

�

（
三
月
十
日
付
）

二　

級　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氷
川
女
體
神
社
禰
宜�

吉
田　

元
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氷
川
神
社
禰
宜�

鈴
木　

智
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
氷
川
神
社
禰
宜�

朝
日　

和
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寳
登
山
神
社
禰
宜�

大
澤　

宣
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
幡
大
神
社
宮
司�

宮
本　

直
樹

�

（
三
月
一
日
付
）

庁
報
二
四
三
号
一
二
頁
下
段
任
免
辞
令

免12
・
12　

星
野　

貴
之　

本　

前
川
神
社
権
禰
宜�

（
北
足
立
）

を
取
消
す

訂
　
正
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三
月
二
十
六
日
、武
蔵
一
宮
氷
川
神
社（
東
⻆
井
晴
臣

宮
司
）に
て「
神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
！
」を
開
催
し

た
。平
成
二
十
六
年
に
企
画
さ
れ
た
こ
の
事
業
は
例
年
大

盛
況
を
収
め
て
お
り
、継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、新
型

感
染
症
蔓
延
の
影
響
で
こ
こ
数
年
間
、企
画
は
し
た
も
の

の
、開
催
は
見
送
ら
れ
て
い
た
。よ
う
や
く
規
制
が
緩
和
し
、

今
年
は
無
事
に
開
催
で
き
る
運
び
と
な
っ
た
が
、あ
い
に
く

雨
天
に
見
舞
わ
れ
た
。

開
催
内
容

　

社
務
所
二
階
大
ホ
ー
ル
で
は
、ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
㈱
と

の
共
催
で
、事
前
に
申
し
込
み
を
受
付
け
、講
座
を
設
け

た
。「
神
道
入
門
講
座
」武
田
淳
神
社
庁
参
事・「
神
社
と

防
疫
祭
祀
」加
藤
健
司
帝
京
大
学
講
師・「
神
社
と
日
本

神
話
」平
藤
喜
久
子
國
學
院
大
學
教
授
、全
て
の
講
座
に

百
名
以
上
の
参
加
者
が
集
っ
た
。声
優
の
中
山
さ
ら
氏
に

よ
る「
神
話
デ
ジ
タ
ル
紙
芝
居
」は
大
変
聞
き
や
す
く
好

評
だ
っ
た
。

　

小
ホ
ー
ル
で
は
御
朱
印
帳
作
り
、祓
詞
の
浄
書
体
験
を

行
っ
た
。ど
ち
ら
も
盛
況
で
、楽
し
そ
う
に
参
加
さ
れ
る

方
々
の
姿
を
見
る
事
が
出
来
た
。浄
書
体
験
で
は
神
職
に

よ
る
祓
詞
解
説
も
追
加
さ
れ
、神
道
教
化
と
し
て一
歩
前

進
し
た
。

　

社
務
所
内
で
は
神
社
新
報
社
に
よ
る
関
連
書
籍
販
売
、

日
本
文
化
興
隆
財
団
に
よ
る
神
社
検
定
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
た
。神
棚
の
里
に
よ
る
神
棚
展
示
と
、お
札
立

て
や
お
ま
つ
り
マッ
ト
の
販
売
も
行
わ
れ
た
。

　

呉
竹
荘
二
階
で
は
國
學
院
大
學「
青
葉
雅
楽
会
」に
よ

る
雅
楽
演
奏
、同「
み
す
ゞ
会
」に
よ
る
神
楽
舞
、川
越
祭

り
ば
や
し「
中
台
囃
子
連
中
」に
よ
る
お
囃
子
、新
座
市

野
火
止
鎮
座
の
石
山
信
昭
氷
川
神
社
宮
司
に
よ
る
神
話

講
談
が
行
わ
れ
た
。こ
れ
ら
は
本
来
神
楽
殿
で
行
わ
れ
る

は
ず
の
演
目
で
あ
っ
た
が
、雨
天
の
為
に
会
場
の
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。呉
竹
荘
へ
の
来
場
者
は
伸
び
悩
ん
だ

が
、何
れ
も
来
場
者
か
ら
の
評
判
が
良
く
、特
に
神
話
講

談
に
至
っ
て
は
、神
道
教
化
を
突
き
詰
め
た
石
山
宮
司
の

思
い
が
伝
わ
り
、見
習
わ
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
。

　

西
参
集
殿
で
は
、御
朱
印
展
・
神
話
カ
レ
ン
ダ
ー
原
画

展・氏
神
検
索
が
行
わ
れ
た
。御
朱
印
展
は
、前
回
開
催

よ
り
も
御
朱
印
の
種
類
が
増
え
、一三
三
社
三
五
〇
点
の

御
朱
印
と
四
〇
社
八
六
点
の
御
朱
印
帳
が
展
示
さ
れ
た
。

氏
神
検
索
で
は
、雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、一四
一
件
を
記

録
し
た
。今
後
は
も
う
一工
夫
し
て
、お
参
り
や
祈
願
に
繋

が
る
方
法
を
考
え
た
い
。

　

氷
川
神
社
職
員
に
よ
る
境
内
案
内
を
開
催
し
、多
く

の
方
が
参
加
し
た
。

　

第
三
鳥
居
前
で
は
総
合
案
内
を
設
け
、助
勢
を
い
た
だ

い
た
神
道
青
年
会
員
を
中
心
に
、チ
ラ
シ
配
り
や
呼
び
か

け
、案
内
や
誘
導
を
行
っ
た
。雨
脚
が
強
ま
る
と
参
道
脇

の
水
は
け
が
悪
く
、大
き
な
水
溜
ま
り
が
で
き
て
し
ま
っ

た
。東
⻆
井
真
臣
教
化
委
員
長
自
ら
排
水
作
業
を
行
い
、

青
年
会
員
も
一
緒
に
袴
と
足
袋
を
汚
し
な
が
ら
清
掃
作

業
を
行
っ
た
。通
り
か
か
っ
た
氏
子
さ
ん
ら
も
、一
緒
に
な
っ

て
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。こ
の
光
景
は
も
う
、言
葉
に

で
き
な
い
。

む
す
び
に

　

雨
天
に
よ
り
、予
想
し
て
い
た
形
と
は
若
干
異
な
っ
た
も

の
に
な
って
し
ま
っ
た
が
、そ
の
中
で
し
か
気
づ
け
な
い
教
化

の
あ
り
方
や
価
値
観
を
知
る
事
が
で
き
た
の
は
大
き
な

収
穫
で
あ
っ
た
。今
期
の
教
化
委
員
会
の
主
題
は「
新
し
い

時
代
の
神
道
教
化
～
変
容
す
る
価
値
観
への
対
応
と
そ
の

活
用
～
」で
あ
る
。今
回
は
新
型
感
染
症
の
社
会
的
規
制

が
緩
和
さ
れ
て
の
開
催
の
中
で
、今
期
の
教
化
主
題
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。今
回
の
反
省
点
を
踏
ま
え
、次

回
開
催
に
臨
み
た
い
と
思
う
。

　

準
備
会
に
は
約
三
十
名
、当
日
は
約
五
十
名
も
の
県
内

神
職
が
集
ま
っ
た
。助
勢
い
た
だ
い
た
皆
様
の
お
か
げ
で

「
神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
！
」が
無
事
に
開
催
で
き

た
事
を
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
教
化
委
員
会
教
化
広
報
部
班
長
）

髙
　
橋
　
陽
　
一

「
神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
！
」
報
告
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和傘の参道　埼玉中央青年会議所 参道　氷川マルシェ
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